
 
☆
第
三
二
五
回
本
部
料
理
講
習
会
（
二
〇
一
七
年
五
月
十
三
日
、
於 

築
地
・
日
本
料
理
研
究
会
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取
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物 車
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・
蓬
変
わ
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こ

し

あ

ぶ
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カ
リ
フ
ラ
ワ
ー 

檸
檬
、
豆
乳
餡 

◎
先
付
三
種 

▽
砂
糖
鞘
・
揚
麩
白
酢
掛
け
は
、
砂
糖
鞘
の
筋
を
綺
麗
に
取
っ
て
湯
が
き
、
冷
ま
し
た
後
、
美
味
出
汁
で
含
ま

せ
る
。
揚
麩
は
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
、
美
味
出
汁
で
含
ま
せ
る
。
白
酢
は
、
絹
豆
腐
を
布
巾
で
包
み
、
水
気
を
絞
り
、

裏
漉
し
す
る
。
当
り
胡
麻
、
先
の
豆
腐
を
擂
鉢
に
入
れ
て
摺
り
混
ぜ
、
砂
糖
、
塩
、
薄
口
醤
油
、
味
醂
、
酢
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

味
を
調
え
る
。 

▽
新
牛
蒡
養
老
煮
は
、
牛
蒡
を
綺
麗
に
洗
い
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
る
。
精
進
出
汁
で
の
ば
し
た
玄
米
粥
に
先
の
牛
蒡
、
梅

干
し
を
入
れ
、
コ
ト
コ
ト
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
仕
上
げ
る
。 

▽
牛
尾
菜
新
茶
オ
イ
ル
和
え
は
、
牛
尾
菜
を
綺
麗
に
掃
除
し
、
湯
が
い
て
冷
ま
す
。
後
、
美
味
出
汁
で
含
ま
せ
る
。
新
茶
オ

イ
ル
は
、
新
茶
に
米
油
を
入
れ
、
弱
火
で
煮
出
す
。
新
茶
オ
イ
ル
、
塩
で
味
を
調
え
る
。 

      

◎
お 

椀 

▽
白
松
葉
独
活
擂
流
し
は
、
白
松
葉
独
活
を
精
進
出
汁
で
炊
き
、
裏
漉
し
す
る
。 

霰
松
葉
独
活
は
、
松
葉
独
活
を
色
よ
く
湯
が
き
、
含
ま
せ
る
。
色
の
よ
い
と
こ
ろ
を
霰
に
切
る
。 

        

◎
し
の
ぎ 

▽
月
山
筍
は
、
米
糠
に
入
れ
て
も
ど
し
、
精
進
出
汁
で
煮
る
。 

 

三
年
沢
庵
は
、
繊
切
り
に
す
る
。 

 

寿
司
飯
は
、
赤
酢
、
塩
で
味
を
調
え
る
。
寿
司
飯
を
適
当
な
大
き
さ
に
整
え
、
月
山
筍
、
三
年
沢
庵
を
綺
麗
に
切
り
、
盛

り
付
け
る
。 

      

◎
焼 

物 

▽
久
世
茄
子
湯
葉
巻
葉
山
椒
焼
は
、
久
世
茄
子
を
色
よ
く
油
焼
き
に
し
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
、
す
く
い
湯
葉
、

平
湯
葉
で
細
巻
に
す
る
。
一
杯
醤
油
で
焼
き
上
げ
、
上
が
り
に
叩
き
葉
山
椒
を
振
り
か
け
る
。 

 

酢
取
り
新
蓮
根
は
、
新
蓮
根
を
綺
麗
に
水
洗
い
し
て
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
、
サ
ッ
と
湯
が
き
、
岡
上
げ
し
て
冷
ま
す
。
後
、

酢
漬
に
す
る
。 

      

◎
揚 

物 

▽
車
麩
・
蓬
変
わ
り
揚
は
、
車
麩
を
水
で
も
ど
し
て
水
気
を
よ
く
絞
り
、
精
進
出
汁
の
美
味
出
汁
で
含
ま
せ
る
。

車
麩
を
か
る
く
絞
り
、
蓬
の
葉
と
合
わ
せ
、
溶
き
地
粉
、
変
り
衣
（
松
の
実
微
塵
切
り
、
玄
米
パ
ン
粉
）
を
付
け
て
色
よ
く

揚
げ
る
。 

▽
こ
し
あ
ぶ
ら
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
薄
衣
で
天
麩
羅
に
す
る
。 

 

豆
乳
餡
は
、
豆
乳
、
米
酢
、
塩
、
胡
椒
で
味
を
調
え
る
。 

食
養
料
理 

夏
の
は
じ
ま
り 

師
範 

正
友
六
進
会 

 

齋
藤 

章
雄
（
丸
の
内
・
し
ち
十
二
候
） 
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合
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、
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香
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沢
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菓 

子 蕨
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米
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黄

粉 

◎
蒸
し
物 

▽
ト
マ
ト
胡
麻
豆
腐
は
、
ト
マ
ト
の
蔕
を
切
り
落
と
し
、
く
り
抜
く
。
く
り
抜
い
た
中
身
に
少
量
の
塩
を
入
れ
て

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
裏
漉
し
し
て
ピ
ュ
レ
状
に
す
る
。
ボ
ウ
ル
に
不
織
布
の
紙
を
敷
い
た
笊
を
の
せ
、
そ
の
上
に
先
の
ト
マ

ト
を
開
け
、
半
日
以
上
置
い
て
透
明
な
水
分
を
漉
し
取
る
（
ト
マ
ト
水
）。
胡
麻
豆
腐
は
、
葛
、
昆
布
出
汁
、
酒
、
塩
、
当
り

胡
麻
（
純
白
）、
当
り
胡
麻
（
茶
）
を
混
ぜ
て
練
り
上
げ
る
。
上
が
り
に
薄
口
醬
油
を
適
量
入
れ
て
冷
ま
す
。 

 

胡
麻
餡
は
、
当
り
胡
麻
、
煮
切
り
味
醂
、
醤
油
、
昆
布
出
汁
、
米
飴
を
合
わ
せ
て
味
を
調
え
る
。 

 

く
り
抜
い
た
ト
マ
ト
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
、
胡
麻
豆
腐
を
切
っ
て
鋳
込
み
、
胡
麻
豆
腐
が
温
ま
る
程
度
に
蒸
し
上
げ
る
。

器
に
胡
麻
餡
を
敷
き
、
蒸
し
上
が
っ
た
ト
マ
ト
を
盛
り
付
け
、
先
の
ト
マ
ト
水
を
掛
け
る
。 

  

◎
ご 

飯 

▽
う
す
い
玄
米
ご
飯
は
、
玄
米
を
半
日
、
よ
く
浸
水
さ
せ
る
。
後
、
土
鍋
で
炊
き
上
げ
、
途
中
で
生
の
う
す
い
豆

を
入
れ
、
仕
上
げ
る
。 

   

◎
汁 

▽
汁
は
、
説
明
を
略
す
。 

     

◎
香
の
物 

▽
香
の
物
は
、
説
明
を
略
す
。 

    

◎
菓 

子 

▽
蕨
餅
は
、
本
蕨
粉
、
水
、
甜
菜
糖
を
入
れ
、
練
り
上
げ
る
。
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
、
黄
粉
を
振
り
か
け
、
米

飴
を
添
え
る
。 

 
 

お知らせ 

日本料理研究会 

ＬＩＮＥ＠ 

始めました！ 

日
本
料
理
研
究
会
の
ラ
イ
ン

＠
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
ま

し
た
！ 

皆
様
に
役
立
つ
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
友
達

登
録
お
願
い
し
ま
す
！ 
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